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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放送番組を受信して表示する表示装置と、
　前記表示装置に対して前記放送番組や制御信号が授受可能に接続され、前記放送番組を
記録再生する記録再生装置と、
　前記表示装置を操作する表示装置制御手段と、
を有する放送番組記録再生装置において、
　前記放送番組を視聴中に前記表示装置制御手段の所定の入力操作を行なったときに、前
記記録再生装置に前記視聴中の前記放送番組を記録する第１の機能と、
　前記第１の機能を実行中に前記表示装置制御手段の所定の入力操作を行なったときに、
前記記録再生装置から前記放送番組を再生して前記表示装置に表示する第２の機能と、
　前記第２の機能を実行中に前記表示装置制御手段の所定の操作により、前記記録再生装
置からの前記放送番組の再生を停止したときに、前記記録再生装置に記録された前記放送
番組を削除する第３の機能と、
を備えることを特徴とする、放送番組記録再生装置。
【請求項２】
　前記表示装置が所定の時間継続して同一の放送番組を受信しているときに、前記記録再
生装置は記録準備を行なう第４の機能をさらに備えることを特徴とする、請求項１に記載
の放送番組記録再生装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、放送番組記録再生装置に関し、特に、リモコンを表示装置に向けて操作する
と記録再生装置の動作の制御が可能となる放送番組記録再生装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の表示装置および記録再生装置は、データを双方向に送受信する手段がなかった。
そのため、表示装置と記録再生装置との間で連携した動作を行なうことができず、それぞ
れの動作を個別に制御する必要があった。
【０００３】
　これに対して、表示装置と記録再生装置との間で双方向にデータの送受信が可能なイン
ターフェースを接続して利用する方法がある。この方法によれば、表示装置のリモコンを
操作することによって記録再生装置の動作の制御が可能となり、視聴中の番組を記録する
ことができる（例えば、特許文献１参照）。また、表示装置と記録再生装置との間で双方
向にデータの送受信が可能なインターフェースとして、ＨＤＭＩ（Ｈｉｇｈ－Ｄｅｆｉｎ
ｉｔｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）規格を採用しているものもあ
る（例えば、特許文献２参照）。さらに、視聴中の番組を記録している間に、番組を視聴
している使用者に対して番組が記録中であることを示すために、記録冒頭の再生映像を記
録再生装置から表示装置に静止画として表示させ、番組が一時停止しているようにしてい
るものもある。
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－１８４０７９号公報
【特許文献２】特開２００５－１６７８９５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、特許文献１では、表示装置とＨＤＭＩケーブルで接続された記録装置に映像・
音声に関するコンテンツを記録しようとするときに、表示装置の表示画面上に接続機器の
コントロールパネルなどを表示させる必要がある。また、特許文献２では、機器同士の接
続にＨＤＭＩを使用しているだけであって、記録再生装置との関連はない。
【０００６】
　従来において、表示装置のリモコンによって記録再生装置の動作の制御を行なうとき、
記録再生装置に蓄積された放送番組を削除するためには、使用者が任意に削除の指示を行
う必要があった。また、記録再生装置に番組を記録しようとしたときに、記録再生装置が
記録可能な状態でない場合があって、番組を記録できなかったり記録の開始が遅れてしま
ったり、記録再生装置の記録媒体に番組を記録するための容量がなくて番組を記録するこ
とができないという問題があった。
【０００７】
　本発明は、このような問題を解決するためになされたもので、使用者の利便性を向上さ
せるとともに、確実に番組を記録することができる放送番組記録再生装置を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の課題を解決するために、本発明による放送番組記録再生装置は、放送番組を受信
して表示する表示装置と、表示装置に対して映像と音声を含むデータ信号や制御信号が授
受可能に接続され、放送番組を記録再生する記録再生装置と、表示装置を操作する表示装
置制御手段とを有する放送番組記録再生装置において、放送番組を視聴中に表示装置制御
手段の所定の入力操作を行なったときに、記録再生装置に視聴中の放送番組を記録する第
１の機能と、第１の機能を実行中に表示装置制御手段の所定の入力操作を行なったときに
、記録再生装置から放送番組を再生して表示装置に表示する第２の機能と、第２の機能を
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実行中に表示装置制御手段の所定の操作により、記録再生装置からの放送番組の再生を停
止したときに、記録再生装置に記録された放送番組を削除する第３の機能とを備えること
を特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明は、請求項１に記載のように、表示装置は放送番組を受信して表示し、記録再生
装置は表示装置に対して映像と音声を含むデータ信号や制御信号を授受可能に接続して放
送番組を記録再生し、表示装置制御手段は表示装置を操作する放送番組記録再生装置にお
いて、第１の機能は放送番組を視聴中に表示装置制御手段の所定の入力操作を行なったと
きに、記録再生装置に視聴中の放送番組を記録し、第２の機能は第１の機能を実行中に表
示装置制御手段の所定の入力操作を行なったときに、記録再生装置から放送番組を再生し
て表示装置に表示し、第３の機能は第２の機能を実行中に表示装置制御手段の所定の操作
により、記録再生装置からの放送番組の再生を停止したときに、記録再生装置に記録され
た放送番組を削除するので、使用者の利便性を向上させるとともに、確実に番組を記録す
ることができる記録再生装置を提供が可能である。

【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　本発明の実施形態について、図面に基づいて以下に説明する。
【００１１】
　〈実施形態１〉
　図１は、本発明の実施形態１による表示装置および記録再生装置のブロック図である。
図１に示すように、放送番組を受信して表示するテレビ１０１と放送番組を記録再生する
レコーダー１０２とは、テレビ１０１に対して映像と音声を含む放送番組のデータ信号や
制御信号が授受可能になるようにＨＤＭＩケーブル１０３で相互に接続されている。なお
、テレビ１０１はデジタル放送の受信に対応している。また、レコーダー１０２は、例え
ば外部に接続されたアンテナから入力されたデジタル放送の信号を受信してレコーダー１
０２に内蔵されたハードディスクドライブに放送番組を記録し、記録された番組を再生し
てテレビ１０１に出力するようなデジタル放送対応のハードディスクレコーダーである。
【００１２】
　テレビ１０１の構成について説明する。テレビ１０１は、動作を制御するリモコン１１
４を備え、外部に設置されたアンテナ１０４と接続されている。チューナー部１０５は、
アンテナ１０４から同軸ケーブル等を介してデジタル放送信号を含んだＲＦ（Ｒａｄｉｏ
　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）信号を受信する。復調・誤り訂正部１０６は、チューナー部１０
５で受信した信号から放送のデジタル信号を復元し、誤り訂正などの処理を行なった後に
デコード部１０７にビットストリームとして送信する。このときのビットストリームは、
一般的にはＭＰＥＧ（Ｍｏｖｉｎｇ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ）－
２トランスポートストリーム（以下、ＴＳとする）形式である。デコード部１０７は、復
調・誤り訂正部１０６から受信したＴＳから必要なデータを抽出して映像音声信号を復元
する。入力切換部１０８は、テレビ１０１のアンテナ１０４から受信した信号か、または
レコーダー１０２からＨＤＭＩケーブル１０３を介して送信されてきた信号のどちらかを
選択して映像音声表示部１０９に表示させるための切換部である。映像音声表示部１０９
は、例えば液晶パネルやスピーカー等から構成され、入力切換部１０８から送信されてき
た信号を出力する。リモコン受光部１１５は、リモコン１１４から出力された赤外線信号
を受信するリモコン受光部である。ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕ
ｎｉｔ：中央演算装置）１１０は、リモコン受光部１１５からＣＰＵバス１１３を介して
受信した赤外線信号を解釈してテレビ１０１全体を制御する。ＲＯＭ（Ｒｅａｄ－Ｏｎｌ
ｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）１１１は、ＣＰＵ１１０のプログラム等を格納している。ＲＡＭ（Ｒ
ａｎｄｏｍ－Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）１１２は、ＣＰＵ１１０のワークエリアとし
て使用される。ＨＤＭＩインターフェース部１１６は、テレビ１０１に内蔵されており、



(4) JP 4963247 B2 2012.6.27

10

20

30

40

50

ＨＤＭＩケーブル１０３を接続するために使用される。ＣＥＣ（Ｃｏｎｓｕｍｅｒ　Ｅｌ
ｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）ライン１１７は、ＣＰＵ１１０と接続されており
、ＨＤＭＩインターフェース部１１６およびＨＤＭＩケーブル１０３を介してレコーダー
１０２との間で制御信号を通信するためのラインである。
【００１３】
　次に、テレビ１０１の動作について説明する。リモコン１１４を操作して、番組を映像
音声表示部１０９に出力するように指示した赤外線信号をリモコン受光部１１５に送信す
る。リモコン受光部１１５で受信された赤外線信号は、ＣＰＵバス１１３を介してＣＰＵ
１１０に伝達される。ＣＰＵ１１０では、伝達されてきた赤外線信号を解釈した後に、Ｃ
ＰＵバス１１３に接続されている各部を制御して番組の受信動作を開始する。アンテナ１
０４を介して受信された番組は、チューナ部１０５、復調・誤り訂正部１０６、デコード
部１０７の各部で処理された後、入力切替部１０８を介して映像音声表示部１０９に出力
される。
【００１４】
　レコーダー１０２の構成について説明する。レコーダー１０２は、動作を制御するリモ
コン１３０を備え、外部に設置されたアンテナ１２１と接続されている。デコード部１２
４は、ビットストリームから番組を再生する機能に加え、ビットストリームを蓄積部１２
５に記録する機能を有している。また、ＨＤＭＩインターフェース部１３２は、テレビ１
０１のＨＤＭＩインターフェース１１６が映像音声データを受信するレシーバであるのに
対して、映像音声データを送信するトランスミッタである。なお、レコーダー１０２を構
成しているチューナー部１２２、復調・誤り訂正部１２３、ＣＰＵ１２６、ＲＯＭ１２７
、ＲＡＭ１２８、ＣＰＵバス１２９、ＣＥＣライン１３３の各々は、テレビ１０１の構成
要素と同一であるため、ここでは説明を省略する。
【００１５】
　次に、レコーダー１０２の動作について説明する。リモコン１３０を操作して、番組を
テレビ１０１に出力するように指示した赤外線信号をリモコン受光部１３１に送信する。
リモコン受光部１３１で受信された赤外線信号は、ＣＰＵバス１２９を介してＣＰＵ１２
６に伝達される。ＣＰＵ１２６では、伝達されてきた赤外線信号を解釈した後に、ＣＰＵ
バス１２９に接続されている各部を制御して番組の受信動作を開始する。アンテナ１２１
を介して受信された番組は、チューナー部１２２、復調・誤り訂正部１２３、デコード部
１２４の各部で処理された後、ＨＤＭＩインターフェース部１３２、ＨＤＭＩケーブル１
０３、ＨＤＭＩインターフェース部１１６、入力切替部１０８を介して映像音声表示部１
０９に出力される。
【００１６】
　レコーダー１０２の番組記録再生の動作について説明する。レコーダー１０２に番組を
記録するとき、デコード部１２４は、復調・誤り訂正部１２３から送信されたビットスト
リームをハードディスクドライブ（以下、ＨＤＤとする）などによって構成された蓄積部
１２５に記録する。蓄積部１２５に記録された番組を再生するとき、ビットストリームは
、使用者の指示にしたがって蓄積部１２５から再生されてデコード部１２４において映像
音声信号に復号される。デコード部１２４と蓄積部１２５とは、例えばＡＴＡ（ＡＴ　Ａ
ｔｔａｃｈｍｅｎｔ）インターフェース等の高速インターフェースによって接続されてい
る。そして、受信中の番組のビットストリームを記録すると同時に、時分割で蓄積部１２
５に記録された番組のビットストリームを再生して映像音声信号を復号することもできる
。また、ＣＰＵ１２６は、ＣＰＵバス１２９を介してデコード部１２４を制御することが
可能であり、蓄積部１２５に記録された番組を削除することもできる。
【００１７】
　従来の表示装置および記録再生装置は、双方向でデータの送受信が可能な通信手段がな
く、表示装置本体またはそのリモコンによって表示装置を制御して番組を視聴するか、記
録再生装置本体またはそのリモコンによって番組を記録するとともにＨＤＭＩケーブルな
どを介して表示装置に表示させる方法が一般的であった。すなわち、互いに相手の動作を
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制御することはできなかった。しかし、近年、双方向でデータの送受信が可能な通信手段
を用いることによって、互いに相手の動作の制御が可能となった。本発明の実施形態では
、テレビ１０１とレコーダー１０２との間で双方向でデータの送受信が可能な通信手段と
して、ＨＤＭＩ規格で規定されたＣＥＣインターフェースを使用する。ＣＥＣインターフ
ェースは、ＣＥＣライン１１７、ＨＤＭＩケーブル１０３、ＣＥＣライン１３３をデータ
伝送路とし、ＣＰＵ１１０とＣＰＵ１２６との間において双方向でデータ通信を行なうイ
ンターフェースであり、電源のオンまたはオフ、記録や再生開始などのコマンドを送受信
することによって、互いに相手を制御することが可能である。このような機能を使用した
テレビ１０１およびレコーダー１０２の動作について以下に説明する。
【００１８】
　まず、テレビ１０１で視聴中の番組をテレビ１０１のリモコン１１４を用いてレコーダ
１０２に記録する場合について説明する。リモコン１１４の所定のキー（例えば、一時停
止キー）を押下して、テレビ１０１で視聴中の番組を記録するための赤外線信号をリモコ
ン受光部１１５に送信する。リモコン受光部１１５で受信された赤外線信号は、ＣＰＵバ
ス１１３を介してＣＰＵ１１０に伝達される。ＣＰＵ１１０は受信した信号に基づいた記
録開始コマンドをＣＥＣライン１１７を制御し、ＨＤＭＩインターフェース部１１６、Ｈ
ＤＭＩケーブル１０３を介してレコーダー１０２に伝達する。このとき、レコーダー１０
２において記録する番組の特定ができるように、ネットワーク情報、チャンネル情報、番
組を特定する番組識別ＩＤなどの情報も合わせて同時に伝達する。
【００１９】
　テレビ１０１から送信されてきた記録開始コマンドは、レコーダー１０２のＨＤＭＩイ
ンターフェース部１３２を介してＣＥＣライン１３３を制御してＣＰＵ１２６に伝達され
る。記録開始コマンドを受信したＣＰＵ１２６は、ＣＰＵバス１２９を介してチューナー
部１２２を制御する。チューナー部１２２において番組を選択した後、蓄積部１２５に指
定番組の記録を開始する。なお、レコーダー１０２における記録動作については、前述の
通りであるため省略する。
【００２０】
　ＣＰＵ１２６は、記録の開始と同時にデコード部１２４を制御して蓄積部１２５に記録
された指定番組の冒頭部分を読み出し、冒頭部分の静止画像を再生してＨＤＭＩインター
フェース部１３２に送信する。静止画像は、ＨＤＭＩケーブル１０３を介してテレビ１０
１に送信される。テレビ１０１のＣＰＵ１１０は、ＨＤＭＩケーブル１０３を通過して静
止画が受信されたことを検知すると、ＣＰＵバス１１３を介して入力切換部１０８を制御
する。入力切換部１０８は、デコード部１０７からの信号を入力して映像音声表示部１０
９に出力していたのを、ＨＤＭＩインターフェース部１１６からの静止画像の信号を入力
して映像音声表示部１０９に出力するように切り換える。このように、映像音声表示部１
０９では、レコーダー１０２に記録した番組の冒頭の静止画像が表示され、放送中の番組
を一時停止したかのように見えるため、使用者にとっては記録動作が開始されたことを直
感的に確認することが可能である。
【００２１】
　次に、レコーダー１０２に記録した番組をテレビ１０１のリモコン１１４を用いて再生
する場合について説明する。リモコン１１４の所定のキー（例えば、一時停止キー）を押
下して、レコーダー１０２に記録中の番組を再生するための赤外線信号をリモコン受光部
１１５に送信する。リモコン受光部１１５で受信された赤外線信号は、ＣＰＵバス１１３
を介してＣＰＵ１１０に伝達される。ＣＰＵ１１０は受信した信号に基づいた再生開始コ
マンドをＣＥＣライン１１７を制御し、ＨＤＭＩインターフェース部１１６、ＨＤＭＩケ
ーブル１０３を介してレコーダー１０２に伝達する。
【００２２】
　テレビ１０１から送信されてきた再生開始コマンドは、レコーダー１０２のＨＤＭＩイ
ンターフェース部１３２を介してＣＥＣライン１３３を制御してＣＰＵ１２６に伝達され
る。再生開始コマンドを受信したＣＰＵ１２６は、ＣＰＵバス１２９を介してデコード部
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１２４を制御する。デコード部１２４において蓄積部１２５から番組を読み出して指定番
組の再生を開始する。なお、レコーダー１０２における再生動作については、前述の通り
であるため省略する。
【００２３】
　テレビ１０１のＣＰＵ１１０は、ＨＤＭＩケーブル１０３を通過して映像音声情報が受
信されたことを検知すると、ＣＰＵバス１１３を介して入力切換部１０８を制御する。レ
コーダー１０２から送信されてきた映像音声情報は、入力切換部１０８を介して映像音声
表示部１０９に出力される。このように、映像音声表示部１０９では、これまで表示され
ていた静止画像の直後の映像音声が出力されて番組が再開されたかのように見える。した
がって、使用者は従来の記録再生動作とは異なり、レコーダー１０２のリモコン１３０を
使用することなく、テレビ１０１のリモコン１１４の操作によってレコーダー１０２の動
作の制御をすることが可能である。
【００２４】
　また、レコーダー１０２において、記録中の番組がいつ終了するのかということを、Ｅ
ＰＧ（Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｐｒｏｇｒａｍ　Ｇｕｉｄｅ）などから得た番組放送予定
情報を元に特定し、その情報に基づいた時刻に番組の記録を停止するか、または記録中の
番組の番組識別ＩＤが放送ストリーム中になくなったときに記録を停止するようにしても
よい。このようにすることによって、一度レコーダー１０２において記録が開始されると
、使用者が記録終了の指示を行なう必要はない。さらに、本発明の実施形態では、レコー
ダー１０２に記録された番組の削除についても使用者が任意に指示を行なう必要がなく、
自動的に削除されるように構成されている。
【００２５】
　図２および図３は、本発明の実施形態１による表示装置および記録再生装置の動作処理
のフローチャートである。図中、左側はテレビ１０１の動作を示し、右側はレコーダー１
０２の動作を示している。また、図中の破線は、テレビ１０１とレコーダー１０２との間
でＣＥＣライン、ＨＤＭＩケーブルを介して送受信されるデータ通信（以下、ＣＥＣ通信
とする）を示している。
【００２６】
　まず始めに、使用者はテレビ１０１で番組の視聴を開始する（ＳＴＥＰ１０１）。この
とき、レコーダー１０２には電源が入っており、いつでも番組の記録を開始できるスタン
バイ状態にあるものとする（ＳＴＥＰ２０１）。テレビ１０１では、使用者が番組を視聴
中にリモコン１１４の一時停止キーを押下したのかどうかを確認している（ＳＴＥＰ１０
２）。使用者がリモコン１１４の一時停止キーを押下したことを確認すると、レコーダー
１０２にＣＥＣ通信によって番組の記録コマンドを送信する（ＳＴＥＰ１０３）。記録コ
マンドの送信時、テレビ１０１はレコーダー１０２が番組を特定できるような情報、例え
ば、ネットワーク情報、チャンネル情報、番組を特定する番組識別ＩＤ等の情報も同時に
送信する。
【００２７】
　レコーダー１０２では、テレビ１０１から記録コマンドが送信されてきたのかどうかの
確認を行なっている（ＳＴＥＰ２０２）。テレビ１０１から記録コマンドを受信すると、
チューナー部１２２等によって指定された番組を受信して蓄積部１２５に番組の記録を開
始する（ＳＴＥＰ２０３）。そして、番組の記録開始後に蓄積部１２５から記録中の番組
の冒頭部分を読み出してデコード部１２４で静止画像を再生し、ＨＤＭＩケーブル１０３
を介して静止画像情報をテレビ１０１に送信する（ＳＴＥＰ２０４）。また、静止画像情
報の送信とともに静止画再生応答もＣＥＣ通信によってテレビ１０１に送信する（ＳＴＥ
Ｐ２０５）。
【００２８】
　テレビ１０１では、ＳＴＥＰ１０３においてレコーダー１０２に記録コマンドを送信し
た後、レコーダー１０２から静止画再生応答が送信されてくるのを監視している（ＳＴＥ
Ｐ１０４）。レコーダー１０２から送信されてきた静止画再生応答を受信すると、ＣＰＵ
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１１０によって入力切換部１０８を制御し、レコーダー１０２から送信されてきた静止画
像を映像音声表示部１０９に出力して表示させる（ＳＴＥＰ１０５）。このとき使用者に
は、視聴中の番組が一時停止しているように見える。テレビ１０１は、静止画像を表示し
た状態で使用者がリモコン１０４の一時停止キーを押したのかどうかの確認を行なう（Ｓ
ＴＥＰ１０６）。テレビ１０１は、リモコン１０４の一時停止キーを押したことを確認す
ると、レコーダー１０２に再生コマンドをＣＥＣ通信によって送信する（ＳＴＥＰ１０７
）。
【００２９】
　レコーダー１０２では、ＳＴＥＰ２０５においてテレビ１０１に静止画再生応答を送信
した後、蓄積部１２５への番組の記録を継続しながら、テレビ１０１から再生コマンドが
送信されてくるのを監視している（ＳＴＥＰ２０６）。テレビ１０１から再生コマンドを
受信すると蓄積部１２５に記録されている番組データを読み出し、デコード部１２４にお
いて記録の冒頭から通常の再生を開始し、再生した映像音声情報をＨＤＭＩケーブル１０
３を介してテレビ１０１に送信する（ＳＴＥＰ２０７）。レコーダー１０２は、映像音声
情報と同時に再生開始応答をＣＥＣ通信によってテレビ１０１に送信する（ＳＴＥＰ２０
８）。
【００３０】
　テレビ１０１では、ＳＴＥＰ１０７においてレコーダー１０２に記録番組の再生コマン
ドを送信した後、レコーダー１０２から再生開始応答が送信されてくるのを監視している
（ＳＴＥＰ１０８）。再生開始応答を受信するとＣＰＵ１１０は入力切換部１０８を制御
して、映像音声表示部１０９にレコーダー１０２から送信されてきた再生画像を出力して
表示する。このとき使用者にとっては、視聴中の番組の一時停止が解除されて放送が再開
しているように見える。
【００３１】
　レコーダー１０２では、ＳＴＥＰ２０８において再生開始応答を送信した後、番組の記
録と再生を継続しながら番組の放送終了の確認を行なっている（ＳＴＥＰ２０９）。番組
の放送終了のタイミングは、ＥＰＧ等から得た番組放送予定情報に基づいて特定するか、
または視聴中の番組識別ＩＤが放送ストリーム中に見当たらなくなったときに記録を停止
するようにしてもよい。番組の放送終了を確認すると番組の記録を停止する（ＳＴＥＰ２
１０）。このとき、番組の記録は停止したが再生は継続されている。再生を停止する条件
としては、使用者がテレビ１０１のチャンネルを切り換える、電源をオフにする等して番
組の視聴を中止する、記録された番組の再生が最後まで完了するという場合がある。
【００３２】
　テレビ１０１では、ＳＴＥＰ１０９においてレコーダー１０２から送信されてきた再生
画像を映像音声表示部１０９に出力して表示した後、使用者が番組の視聴を中止したのか
どうかを確認する（ＳＴＥＰ１１０）。番組の視聴を中止したことを確認すると、レコー
ダー１０２に再生停止コマンドをＣＥＣ通信によって送信する。番組の視聴を中止したこ
とを確認できないときは、レコーダー１０２から再生停止応答が送信されたのかどうかの
確認を行なう（ＳＴＥＰ１１２）。このとき、再生停止応答が確認できなければ、ＳＴＥ
Ｐ１１０に戻って再度番組の視聴が中止したのかどうかを確認する。
【００３３】
　レコーダー１０２では、ＳＴＥＰ２１０において番組の記録を停止した後も再生を継続
しており、記録された番組の再生が最後まで完了したのかどうかを確認する（ＳＴＥＰ２
１１）。番組の再生が最後まで完了したことを確認すると、番組の再生を停止する（ＳＴ
ＥＰ２１３）。しかし、番組の再生が最後まで完了したことを確認できないときには、テ
レビ１０１から再生停止コマンドが送信されたのかを確認し（ＳＴＥＰ２１２）、再生停
止コマンドを受信したときには番組の再生を停止する（ＳＴＥＰ２１３）。再生停止コマ
ンドの受信を確認できないときには、ＳＴＥＰ２１１に戻って番組の再生が最後まで完了
したのかどうかの確認を行なう。番組の再生が最後まで完了するか、またはテレビ１０１
から再生停止コマンドを受信することによって番組の再生を停止した後、テレビ１０１に
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再生停止応答をＣＥＣ通信によって送信する（ＳＴＥＰ２１４）。
【００３４】
　テレビ１０１では、ＳＴＥＰ１１２においてレコーダー１０２から再生停止応答が送信
されてきたのかどうかを監視している。レコーダー１０２から送信されてきた再生停止応
答を確認すると、入力切換部１０８を制御して、チューナー部１０５などで受信した映像
音声を映像音声表示部１０９に出力して表示し、通常視聴状態に戻る（ＳＴＥＰ１１３）
。
【００３５】
　レコーダー１０２では、ＳＴＥＰ２１４においてテレビ１０１に再生停止応答を送信し
た後、ＣＰＵ１２６によってデコード部１２４を制御し、蓄積部１２５に記録された番組
データを削除する。なお、本発明の実施形態では、再生停止応答をテレビ１０１に送信し
た後に番組データを削除しているが、番組データを削除した後に再生停止応答を送信して
もよい。また、番組データを削除する前に、使用者に対して番組データの削除の確認を行
なってもよい。番組データの削除は、データ自身を削除せずにファイル管理情報を書き換
えることによって代用してもよい。
【００３６】
　以上のように、番組の視聴終了後、または視聴の必要がなくなったときに記録再生装置
によって自動的に記録した番組を削除するので、使用者自身が記録した番組の削除を行な
う必要がなく、記録再生装置の操作性を向上させることが可能となる。本発明の実施形態
では、テレビ１０１とレコーダー１０２との間でデータを送受信する通信路としてＨＤＭ
Ｉ規格で規定されたＣＥＣを用いたが、例えば、ＩＥＥＥ１３９４インターフェースやＲ
Ｓ－２３２Ｃインターフェースなど、双方向でデータの送受信が可能であればいかなるも
のでもよい。また、番組の記録の開始および記録した番組の再生を開始するための手段と
して、テレビ１０１のリモコン１１４の一時停止キーを用いたが、テレビ１０１のリモコ
ン１１４のキーのいずれか、より一般的には、リモコン１１４の所定の入力操作であって
もよい。また、リモコン１１４の代替機能を備えるテレビ１０１の本体での操作や、音声
認識による操作であっても同様の効果が得られる。さらに、事前にテレビ１０１とレコー
ダー１０２との間で受信が可能なチャンネル情報を互いに交換して整合性をとることによ
って、レコーダー１０２において受信不可能な番組に対する記録コマンドをテレビ１０１
が誤ってレコーダー１０２に送信してしまうことによって生じる記録失敗を防止すること
が可能となる。具体的な方法としては、テレビ１０１で受信可能なチャンネルとレコーダ
ー１０２で受信可能なチャンネルとを比較し、テレビ１０１およびレコーダー１０２の両
方でのみ受信可能なチャンネルに対して、テレビ１０１からレコーダー１０２への記録コ
マンドの送信を許可するなどの対応が考えられる。なお、本発明の実施形態１では、デコ
ード部１２４はビットストリームをそのまま蓄積部１２５に記録するものとしたが、ビッ
トストリームをデコードした後に生成されるデジタルデータを記録するように構成しても
よい。また、本発明の実施形態１では、デジタル放送を受信するものとしたが、アナログ
放送を受信してデジタル変換した後に記録するアナログ放送対応記録再生装置に応用する
こともできる。
【００３７】
　〈実施形態２〉
　図４および図５は、本発明の実施形態２による表示装置および記録再生装置の動作処理
のフローチャートである。図中、左側はテレビ１０１の動作を示し、右側はレコーダー１
０２の動作を示している。また、図中の破線は、テレビ１０１とレコーダー１０２との間
でＣＥＣライン、ＨＤＭＩケーブルを介して送受信されるＣＥＣ通信を示している。
【００３８】
　本発明の実施形態２は、同一番組または同一放送チャンネルを一定時間以上継続して視
聴したときにレコーダー１０２を記録スタンバイ状態にすることによって、テレビ１０１
から番組の記録の指示があったときに速やかに記録の開始ができるようにしていることを
特徴としている。



(9) JP 4963247 B2 2012.6.27

10

20

30

40

50

【００３９】
　まず始めに、使用者はテレビ１０１で番組の視聴を開始する（ＳＴＥＰ１０１）。この
とき、レコーダー１０２の電源はオフの状態であるが、ＣＥＣ通信のみ可能な状態である
ものとする（ＳＴＥＰ３０１）。テレビ１０１では、使用者の番組視聴時間を計測し、視
聴時間の計測を行なう（ＳＴＥＰ３０２）。視聴時間の計測中、使用者がチャンネルの切
り替えを行なったのかどうかを確認する（ＳＴＥＰ３０３）。チャンネルの切り換えを確
認すると視聴時間の計測をリセットし（ＳＴＥＰ３０４）、再度時間計測を再開する（Ｓ
ＴＥＰ３０２）。一方で、チャンネルの切り換えを確認できずに一定時間経過すると（Ｓ
ＴＥＰ３０５）、レコーダー１０２にＣＥＣ通信によって電源オンコマンドを送信する（
ＳＴＥＰ３０６）。
【００４０】
　レコーダー１０２では、電源がオフ状態であってもＣＥＣ通信に必要な回路には給電さ
れており、テレビ１０１から電源オンコマンドが送信されてきたのかどうかを監視してい
る（ＳＴＥＰ３０７）。テレビ１０１から電源オンコマンドを受信すると、レコーダー１
０２の電源をオンにして記録動作に必要な回路に給電を開始する（ＳＴＥＰ３０８）。レ
コーダー１０２は電源が入ったことを通知するために、テレビ１０１にＣＥＣ通信によっ
て電源オン応答を送信し（ＳＴＥＰ３０９）、記録スタンバイ状態となる（ＳＴＥＰ２０
１）。
【００４１】
　テレビ１０１では、ＳＴＥＰ３０６において電源オンコマンドを送信した後、レコーダ
ー１０２から電源オン応答が送信されてくるのを監視している（ＳＴＥＰ３１０）。レコ
ーダー１０２から電源オン応答を受信すると、次にテレビ１０１のリモコン１１４が押下
されたのかどうかの確認を行なう（ＳＴＥＰ１０２）。
【００４２】
　以後の動作は実施形態１と同様であるが、実施形態２では、ＳＴＥＰ１０３においてＣ
ＥＣ通信による記録コマンドをテレビ１０１からレコーダー１０２に送信したときには、
レコーダー１０２は確実にスタンバイ状態であることを特徴としている。そのため、一般
的なレコーダーでは、電源がオフ状態から記録スタンバイ状態に移行するためには数秒間
程度の時間を必要とするが、本発明の実施形態２では、テレビ１０１が記録コマンドをレ
コーダー１０２に送信してからレコーダー１０２が実際に記録を開始するまでの時間のロ
スが短くなる。したがって、記録開始が遅れてしまうような不具合を防ぎ、記録再生装置
の信頼性を向上させることができる。
【００４３】
　〈実施形態３〉
　図６および図７は、本発明の実施形態３による表示装置および記録再生装置の動作処理
のフローチャートである。図中、左側はテレビ１０１の動作を示し、右側はレコーダー１
０２の動作を示している。また、図中の破線は、テレビ１０１とレコーダー１０２との間
でＣＥＣライン、ＨＤＭＩケーブルを介して送受信されるＣＥＣ通信を示している。
【００４４】
　本発明の実施形態３は、テレビ１０１での視聴を開始するとレコーダー１０２の電源を
オンにし、テレビ１０１で視聴中のチャンネルと同一のチャンネルをレコーダー１０２で
も受信するとともに記録スタンバイ状態にすることによって、テレビ１０１から番組の記
録の指示があったときに速やかに記録を開始できるようにしていることを特徴としている
。
【００４５】
　まず始めに、使用者はテレビ１０１で番組の視聴を開始する（ＳＴＥＰ１０１）。この
とき、レコーダー１０２の電源はオフの状態であるが、ＣＥＣ通信のみ可能な状態である
ものとする（ＳＴＥＰ４０１）。テレビ１０１では、レコーダー１０２の電源状態を確認
するために、使用者が番組を視聴中に、レコーダー１０２にＣＥＣ通信によって電源状態
確認コマンドを送信する（ＳＴＥＰ４０２）。
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【００４６】
　レコーダー１０２では、電源がオフ状態であってもＣＥＣ通信に必要な回路には給電さ
れており、テレビ１０１から電源状態確認コマンドが送信されてきたのかどうかを監視し
ている（ＳＴＥＰ４０３）。テレビ１０１から電源状態確認コマンドを受信すると、記録
に必要な回路に対する電源の供給状態を示すために、テレビ１０１にＣＥＣ通信によって
電源状態応答を送信する（ＳＴＥＰ４０４）。
【００４７】
　テレビ１０１では、ＳＴＥＰ４０２において電源状態確認コマンドを送信した後、レコ
ーダー１０２から電源状態応答が送信されてくるのを監視している（ＳＴＥＰ４０５）。
レコーダー１０２から電源状態応答を受信すると、レコーダー１０２の電源状態を解析す
る（ＳＴＥＰ４０６）。そして、レコーダー１０２において記録に必要な回路に電源が供
給されていないと判断すると、レコーダー１０２に電源を投入するために、ＣＥＣ通信に
よって電源オンコマンドを送信する（ＳＴＥＰ４０７）。一方で、レコーダー１０２にお
いて記録に必要な回路に既に電源が供給されていると判断したときは、ＳＴＥＰ４１２に
移行する。
【００４８】
　レコーダー１０２では、電源がオフ状態であってもＣＥＣ通信に必要な回路には給電さ
れており、テレビ１０１から電源オンコマンドが送信されてきたのかどうかを監視してい
る（ＳＴＥＰ４０８）。テレビ１０１から電源オンコマンドを受信すると、レコーダー１
０２の電源をオンにして記録動作に必要な回路に対して給電を開始する（ＳＴＥＰ４０９
）。そして、電源がオンになったことを通知するために、テレビ１０１にＣＥＣ通信によ
って電源オン応答を送信する（ＳＴＥＰ４１０）。
【００４９】
　テレビ１０１は、ＳＴＥＰ４０７において電源オンコマンドを送信した後、レコーダー
１０２から電源オン応答が送信されてくるのを監視している（ＳＴＥＰ４１１）。レコー
ダー１０２から電源オン応答を受信すると、テレビ１０１で視聴中の番組のチャンネルと
同一のチャンネルを受信するように、レコーダー１０２にチャンネル（ＣＨ）変更コマン
ドを送信する（ＳＴＥＰ４１２）。このとき、レコーダー１０２がチャンネルを特定でき
るような情報も同様に送信する。
【００５０】
　レコーダー１０２では、ＳＴＥＰ４１０において電源オン応答を受信した後、テレビ１
０１からチャンネル変更コマンドが送信されてくるのを監視している（ＳＴＥＰ４１３）
。テレビ１０１からチャンネル変更コマンドを受信すると、ＣＰＵ１２６はチューナー部
１２２を制御し、レコーダー１０２で受信するチャンネルを指定されたチャンネルに変更
する（ＳＴＥＰ４１４）。そして、変更したチャンネルを受信した後、記録スタンバイ状
態にする（ＳＴＥＰ２０１）。
【００５１】
　以後の動作は実施形態１または実施形態２と同様であるが、実施形態３では、ＳＴＥＰ
１０３においてＣＥＣ通信による記録コマンドをテレビ１０１からレコーダー１０２に送
信したときには、レコーダー１０２は確実にスタンバイ状態であり、テレビ１０１で視聴
している番組と同一の番組を受信している状態であることを特徴としている。そのため、
一般的なレコーダーでは、電源がオフ状態から記録スタンバイ状態に移行するためには数
秒間程度の時間を必要とするが、本発明の実施形態３では、テレビ１０１が記録コマンド
をレコーダー１０２に送信してからレコーダー１０２が実際に記録を開始するまでの時間
のロスが短くなる。したがって、記録開始が遅れてしまうような不具合を防ぎ、記録再生
装置の信頼性を向上させることができる。また、実施形態２と比較しても、一般に１秒程
度の時間を必要とする受信チャンネル変更動作の分だけ、時間のロスをさらに短くするこ
とができる。
【００５２】
　〈実施形態４〉
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　図８は、本発明の実施形態４による蓄積部の構成図である。図８に示すように、蓄積部
１２５はデータ領域５０１と管理情報領域５０２とから構成されている。データ領域５０
１は放送番組の映像音声データを格納するデータ領域であり、データ領域５０１の中で通
常に記録された放送番組の映像音声データを格納する通常記録用データ領域５０３と、テ
レビ１０１から送信された記録コマンドに基づいて記録された放送番組の映像音声データ
を格納するＨＤＭＩリンク記録用データ領域５０４とから構成される。また、管理情報領
域５０２はデータ領域５０１に格納された番組データの格納位置情報などを保存するファ
イルシステムなどといった管理情報を格納する領域であり、管理情報領域５０２の中で通
常に記録された放送番組の管理情報を格納する通常記録用管理情報領域５０５と、テレビ
１０１から送信された記録コマンドに基づいて記録された放送番組の管理情報を格納する
ＨＤＭＩリンク記録用管理情報領域５０６とから構成される。
【００５３】
　本発明の実施形態４では、ＨＤＭＩリンク記録用データ領域５０４およびＨＤＭＩリン
ク記録用管理情報領域５０６において、テレビ１０１から送信されてきた記録コマンドに
よって少なくとも１つの放送番組を記録できるような領域が確保されていることを特徴と
している。
【００５４】
　レコーダー１０２のリモコン１３０を使用してレコーダー１２０に対して番組の記録の
指示を行なうと、レコーダー１０２は受信した番組の映像音声データを蓄積部１２５の通
常記録用データ領域５０３に記録し、記録した物理アドレスなどの管理情報を通常記録用
管理情報領域５０５に格納する。一方で、テレビ１０１のリモコン１１４を使用してテレ
ビ１０１からＨＤＭＩケーブル１０３を介してレコーダー１０２に対して番組の記録コマ
ンドを送信すると、レコーダー１０２は記録コマンドに基づいた番組の映像音声データを
ＨＤＭＩリンク記録用データ領域５０４に記録し、記録した物理アドレスなどの管理情報
をＨＤＭＩリンク記録用管理情報領域５０６に格納する。
【００５５】
　なお、本発明の実施形態４では、蓄積部１２５のデータ領域５０１を通常記録用データ
領域５０３とＨＤＭＩリンク記録用データ領域５０４とに分割し、管理情報領域５０２を
通常記録用管理情報領域５０５とＨＤＭＩリンク記録用管理情報領域５０６とに分割した
が、データ領域５０１と管理情報領域５０２のいずれか一方のみを分割するようにしても
よい。また、蓄積部１２５を通常記録用領域とＨＤＭＩリンク記録用領域に分割したが、
各々について独立した記録媒体を用意してもよい。１つの記録媒体を分割する場合であっ
ても、各々の領域は物理的に分離している必要はなく、論理的に分割できれば同様の効果
を得ることができる。
【００５６】
　以上のように、番組を記録する際、通常記録用データ領域５０３および通常記録管理情
報領域５０５は、テレビ１０１から送信されてくる記録コマンドとは無関係に使用される
ため、記録番組が増えると空き容量または録画可能番組数が減少していく。そのため、蓄
積部１２５のデータ領域５０１と管理情報領域５０２とが、通常記録用とＨＤＭＩリンク
記録用とに分割されていない場合、テレビ１０１から記録コマンドを受信したときにデー
タ領域５０１の容量が不足しているため記録ができないか、または管理情報領域５０２が
容量不足または規定された最大録画可能番組数を超えてしまうために記録できない可能性
がある。しかし、本発明の実施形態４のように、テレビ１０１から送信されてくる記録コ
マンドに対応した領域を独立して用意することによって、容量不足が原因による記録の失
敗などの不具合を未然に防ぐことが可能となる。したがって、テレビ１０１からレコーダ
ー１０２に記録の指示が送信されてきたときに、確実に記録動作を開始することができる
ので、記録再生装置の信頼性を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】本発明の実施形態１による表示装置および記録再生装置のブロック図である。
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【図２】本発明の実施形態１による表示装置および記録再生装置の動作処理のフローチャ
ートである。
【図３】本発明の実施形態１による表示装置および記録再生装置の動作処理のフローチャ
ートである。
【図４】本発明の実施形態２による表示装置および記録再生装置の動作処理のフローチャ
ートである。
【図５】本発明の実施形態２による表示装置および記録再生装置の動作処理のフローチャ
ートである。
【図６】本発明の実施形態３による表示装置および記録再生装置の動作処理のフローチャ
ートである。
【図７】本発明の実施形態３による表示装置および記録再生装置の動作処理のフローチャ
ートである。
【図８】本発明の実施形態４による蓄積部の構成図である。
【符号の説明】
【００５８】
　１０１　テレビ、１０２　レコーダー、１０３　ＨＤＭＩケーブル、１０４　アンテナ
、１０５　チューナー部、１０６　復調・誤り訂正部、１０７　デコード部、１０８　入
力切換部、１０９　映像音声表示部、１１０　ＣＰＵ、１１１　ＲＯＭ、１１２　ＲＡＭ
、１１３　ＣＰＵバス、１１４　リモコン、１１５　リモコン受光部、１１６　ＨＤＭＩ
インターフェース部、１１７　ＣＥＣライン、１２１　アンテナ、１２２　チューナー部
、１２３　復調・戻り訂正部、１２４　デコード部、１２５　蓄積部、１２６　ＣＰＵ、
１２７　ＲＯＭ、１２８　ＲＡＭ、１２９　ＣＰＵバス、１３０　リモコン、１３１　リ
モコン受光部、１３２　ＨＤＭＩインターフェース部、１３３　ＣＥＣライン、５０１　
データ領域、５０２　管理情報領域、５０３　通常記録用データ領域、５０４　ＨＤＭＩ
リンク記録用データ領域、５０５　通常記録用管理情報領域、５０６　ＨＤＭＩリンク記
録用管理情報領域。
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